





























































































































































よう配慮した.【事 例】 ?.事例紹介:A氏 60歳代
男性.左肺がん.配偶者,長女,長男,次女であり家族関係は
良好.?.看護の実際:A氏は化学療法予定であったが,息
子と腕相撲を行い上腕骨骨折し手術となった.再び化学療
法予定となった当日に心肺停止,救急搬送され永眠された.
息子は,父親の死を前に呆然と立ち尽くした.父親に近づ
けず歯を食いしばり右往左往していた.その後,ゆっくり
と父親に近づき座り,そっと父親の頭を撫でて見つめ,歯
を食いしばり泣き崩れた.看護師が,エンゼルケアを始め
ると,息子は無言で処置を手伝い,看護師はそのペースに
合わせてケアを行った.【考 察】 大切な家族を亡くし
た直後に強い悲嘆感情を示すことは当然のことであり,息
子の行動はそれに相当する行動であった.その行動を当然
の事と判断し,息子にペースを合わせたケアは,息子の喪
失の作業過程へのサポートと考える.感じている感情をそ
のまま受け止めるケアが寄り添いになると考える.【おわ
りに】 大切な人を亡くした家族員それぞれの示す反応を
受け止め,それぞれに見合った寄り添い方をさらに深めて
いきたいと考える.
《示 説》
１．化学療法により多次元的な倦怠感を認めた患者に対す
るIASM理論を適用した看護介入
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【はじめに】 血液がんのため化学療法を受けたA氏は倦
怠感を強く訴えていた.倦怠感をCancer Fatigue Scale(以
下CFSと示す),倦怠感数値化スケールFatigue Numeric
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